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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月2日(2012.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タービンエンジン（１００）の作動方法であって、
前記タービンエンジン（１００）が、圧縮機（１０６）と、燃焼器（１１２）と、タービ
ン（１１０）と、円周方向に間隔を置いて配置されたステータブレード（１２８）の列及
び円周方向に間隔を置いて配置されたロータブレード（１２６）とを含む複数の連続する
軸方向スタック段と、前記タービン（１１０）においてステータブレード（１２８）の第
１の列の上流側に配置された複数の円周方向に間隔を置いて配置された注入ポート（１５
６）とを備えていて、前記注入ポート（１５６）が、冷却空気を前記タービン（１１０）
の高温ガス経路内に注入するポートを有し、当該方法が、
　前記ステータブレード（１２８）の１つの前縁（２２２）の円周方向位置が、前記注入
ポート（１５６）の各々の注入ポート中間点（２２４）の円周方向位置の前記ステータブ
レード（１２８）の第１の列の±１５％ピッチ内に配置されるように、前記ステータブレ
ード（１２８）の第１の列における前記ステータブレード（１２８）を構成する段階
を含んでおり、
前記燃焼器（１１２）が缶型燃焼器（１３０）を備えており、前記注入ポート（１５６）
が、作動中に缶型燃焼器（１３０）からタービン（１１０）へと燃焼生成物を導く隣接ト
ランジションピース後方フレーム（１５２）間に配置されている、方法。
【請求項２】
　前記ステータブレード（１２８）の第１の列における前記ステータブレード（１２８）
は、前記ステータブレード（１２８）の１つの前縁（２２２）の円周方向位置が、前記注
入ポート（１５６）の各々の注入ポート中間点（２２４）の円周方向位置に配置されるよ
うに構成される、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ステータブレード（１２８）の第１の列のステータブレード（１２８）の少なくと
も９０％及び前記ステータブレード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）
の少なくとも９０％が、－１５％ピッチと１５％ピッチの間のクロッキング関係をなすよ
うに、前記ステータブレード（１２８）の第１の列のステータブレード（１２８）と共に
前記ステータブレード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）を構成する段
階を更に含む、請求項１記載の方法。
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【請求項４】
　前記ステータブレード（１２８）の第１の列のステータブレード（１２８）の少なくと
も９０％及び前記ステータブレード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）
の少なくとも９０％が、０％ピッチのクロッキング関係をなすように、前記ステータブレ
ード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）が構成される、請求項３記載の
方法。
【請求項５】
　前記ステータブレード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）の少なくと
も９０％及び前記ステータブレード（１２８）の第３の列のステータブレード（１２８）
の少なくとも９０％が、－１５％ピッチと１５％ピッチの間のクロッキング関係をなすよ
うに、前記ステータブレード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）と共に
前記ステータブレード（１２８）の第３の列のステータブレード（１２８）を構成する段
階を更に含む、請求項３記載の方法。
【請求項６】
　前記注入ポート（１５６）が、作動中に前記缶型燃焼器（１３０）を冷却するために少
なくとも部分的に使用される冷却空気を放出する、請求項１乃至請求項５のいずれか１項
記載の方法。
【請求項７】
　タービンエンジン（１００）におけるアセンブリであって、
前記タービンエンジン（１００）が、圧縮機（１０６）と、燃焼器（１１２）と、タービ
ン（１１０）と、円周方向に間隔を置いて配置されたステータブレード（１２８）の列及
び円周方向に間隔を置いて配置されたロータブレード（１２６）とを含む複数の連続する
軸方向スタック段とを含んでおり、前記アセンブリが、
　前記タービン（１１０）においてステータブレード（１２８）の第１の列の上流側に配
置された複数の円周方向に間隔を置いて配置され、冷却空気を前記タービン（１１０）の
高温ガス経路内に注入するポートを有する注入ポート（１５６）
を含んでおり、
　前記ステータブレード（１２８）の１つの前縁（２２２）の円周方向位置が、前記注入
ポート（１５６）の各々の注入ポート中間点（２２４）の円周方向位置の前記ステータブ
レード（１２８）の第１の列の±１５％ピッチ内に配置されるように、前記ステータブレ
ード（１２８）の第１の列における前記ステータブレード（１２８）が構成されており、
　前記燃焼器（１１２）が缶型燃焼器（１３０）を備えており、前記注入ポート（１５６
）が、作動中に缶型燃焼器（１３０）からタービン（１１０）へと燃焼生成物を導く隣接
トランジションピース後方フレーム（１５２）間に配置されている、アセンブリ。
【請求項８】
　前記ステータブレード（１２８）の第１の列における前記ステータブレード（１２８）
は、前記ステータブレード（１２８）の１つの前縁（２２２）の円周方向位置が、前記注
入ポート（１５６）の各々の注入ポート中間点（２２４）の円周方向位置に配置されるよ
うに構成される、請求項７記載のアセンブリ。
【請求項９】
　前記ステータブレード（１２８）の第１の列のステータブレード（１２８）の少なくと
も９０％及び前記ステータブレード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）
の少なくとも９０％が－１５％ピッチと１５％ピッチの間のクロッキング関係をなすよう
に構成された前記ステータブレード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）
を更に含む、請求項７又は請求項８記載のアセンブリ。
【請求項１０】
　前記ステータブレード（１２８）の第２の列のステータブレード（１２８）の少なくと
も９０％及び前記ステータブレード（１２８）の第３の列のステータブレード（１２８）
の少なくとも９０％が－１５％ピッチと１５％ピッチの間のクロッキング関係をなすよう
に構成された前記ステータブレード（１２８）の第３の列のステータブレード（１２８）
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を更に含む、請求項９記載のアセンブリ。
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